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6月定例会切れ目なく新型コロナウイルス感染  症に対応した

　令和2年6月定例会を開会。新型コロ
ナウイルス感染症に関する緊急対応策
第3弾を含む補正予算案や条例改正案
等について、市長から提案理由の説明
を受けました。

6月定例会の概要
　甲府市議会は、6月定例会を6月9日から7月3日までの25日間の日程で行いました。当初、会期を
6月22日までの14日間で予定しておりましたが、国が新型コロナウイルスの感染拡大に対応する第2次
補正予算を12日に可決、成立させたことから、市議会においても、会期中に新たな補正予算案を審議
することができるよう、甲府市議会としては48年ぶりに会期を延長しました。
　市長から提案された46案件について審議し、すべて原案のとおり可決・同意、諮問のとおり決定
いたしました。

　市長から、国の第2次補正予算の成立に伴い追加案件を提出したいとの意向で、6月定例
会の会期延長についての依頼が提出されました。

　3日間行われた市政一般質問では、
感染症への対応状況の確認や新たな
提案等を行いました。

　各常任委員会を開催し、付託された
議案の審査のほか、各部局における感
染症対策等について調査を行いました。

　本市の追加案件に対して、これまで進んで感染症対策について提案してきた議会としても
積極的に関わっていく必要があることから、7月3日までの会期延長を本会議で決定しました。
　また、市長から提案のあった緊急対応策第3弾としての補正予算案や条例改正案に加え、
この日新たに提案された緊急対応策第4弾としての補正予算案を可決しました。

　全員協議会を開き、冒頭、5月臨時会で議決した決意宣言
を一同で唱和し、緊急対応策第5弾として追加提案される
補正予算案の説明を受けました。
　新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を開き、これ
までの本市議会からの政策提言に関する検証を行いました。

　令和2年5月臨時会と6月定例会を合わせ、5月1日から
64日間切れ目なく感染症対策について議論を行ってきた
議会も、補正予算の成立をもって閉会しました。

市政一般質問において新たな対応策を提案
特別定額給付金の支給基準日の翌日以降に生まれ
た子に対しての給付金支給
（答弁）
　国の特別定額給付金は基準日を本年4月27日と
し、その翌日以降に生まれた新生児は支給対象外
となりますが、妊産婦やそのご家族、新生児にも
手を差し伸べることができるよう、国の特別定額
給付金を補う新たな支援策として新生児に対する
給付金について制度設計を指示しました。

コロナ禍における公共交通事業者への支援

（答弁）
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、路線
バスやタクシーなどの公共交通は運賃収入が
大幅に減収している状況です。通学・通勤や
通院・買い物など、市民の足として欠かせない
公共交通を継続して運行していただくための
新たな支援策についての検討を指示しました。

新型コロナウイルス感染症対策における
経済活性化策
（答弁）
　国が打ち出している旅行、飲食、商店
街等を対象としたGoToキャンペーン事
業などの動向を注視し、それらを補完し、
相乗効果が上げられる本市独自の施策の
検討を深め、適時・的確に対応してまい
ります。

感染拡大防止に配慮した議会運営
　議場における飛沫防止パネルの設置や、委員
会に出席する職員の順次入れ替わりなど、感染
拡大防止策を講じた「新しい生活様式」に合わせ
た議会運営を実施しました。

5月臨時会に引き続き
6月定例会を開会し、
切れ目のない対応。
（5月臨時会号を参照）

※議会からの提言・提案により、実現した施策については、4・5ページをご覧ください。

引き続き、委員会の閉会中調査や
議員間討議などで議会としても
新型コロナウイルス感染症に対応。

議会からの政策提言が
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・こうふ赤ちゃん応援給付金
4月28日以降に生まれた出生児に対し10万円支給

・子ども応援給付金
市内在住の0歳～18歳の子どもを持つ世帯に子ども1人当たり1万円支給
・子ども就学支援給付金
感染拡大の影響で収入が著しく減少した、小中学生を持つ家庭に給付金支給

・子ども生活支援給付金の対象世帯拡大

今後の社会経済情勢を見据え、すべての子育て世帯に支援の手
が差し伸べられるよう、更なる支援を検討すること。

全子育て世帯に対して更なる生活支援給付金を支給すること。

特別定額給付金を追加実施するとともに、児童手当支給対象世
帯以外の高校生のいる世帯に対しても支援金を給付すること。

議会からの
政策提言が

持続化給付金の給付対象外の事業者に対しても支援を検討し、実施すること。

地方経済の基盤である中小零細企業に対し、持続化給付金などの追加支援策を
実施するとともに、支給条件についても柔軟に対応した支援を行うこと。

・甲府市事業継続支援金
事業収入の減少が前年同月比20％以上50％未満の、国の持続化給付金の支給対象
とならない中小事業者に対し10万円支給

甲府市地方卸売市場で取引する事業者の売場使用料及び指定駐車場料金について
支援すること。

・地方卸売市場施設使用料の減額
コロナ禍において影響を受ける卸売業者及び仲卸業者の施設使用料を減額

「新型コロナウイルス感染症に伴う経済対策及び生活支援策」
強化を求める意見書

「新型コロナウイルス感染症に伴う経済対策及び生活支援策」
提言に関する決議

「議案第58号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第4号）」
に対する附帯決議

市民の足として欠かすことのできない公共交通事業者に対し、
実情に合わせた手厚い支援を行うこと。

路線バス等の公共交通事業者の維持・存続に向けた支援について早急に検討し、
実施すること。

・市民の日常生活を支える移動手段の確保
公共交通事業者等に対する事業継続支援

学ぶ権利の保障として、オンライン授業等の体制の整備を行うなど、
教育格差を解消するための措置を講じること。

学校の再開において、新型コロナウイルス感染症に関する教育、指導を行うこと。

・小中学校等における感染症対策等の実施
　感染症対策を徹底しながら子どもたちの学習機会を
安全に保障するため、必要な対策を迅速かつ柔軟に
実施
・小中学校等の学習時間の確保
　夏休み期間を短縮して平常授業を実施し、児童・
生徒の学習を支援
・学習指導員及びスクール・サポート・スタッフの配置
　個別指導等を行う学習指導員の配置や授業準備に係
る補助などを行うスクール・サポート・スタッフを
配置

5 市議会だより No.206 4市議会だより No.206



職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

質問
　
市
立
甲
府
病
院
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
特
殊
勤
務
手
当
は
、
他
の
医
療
機

関
と
比
べ
低
い
支
給
額
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
市
立
甲
府
病
院
や
本
市
保
健

所
に
お
い
て
、感
染
の
リ
ス
ク
に

加
え
厳
し
い
勤
務
環
境
と
極
め
て
緊
迫

し
た
状
況
の
中
、平
常
時
に
は
想
定
さ
れ

な
い
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
に
対

す
る
支
援
策
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
が
人
事
院
規
則
の

特
例
措
置
と
し
て
規
定
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
医
療
行
為

等
に
従
事
し
た
職
員
へ
の
防
疫
等
作
業

手
当
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も

該
当
し
得
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
特
例
措
置
を
参
酌
し
な
が
ら
本
市
の

支
給
規
則
を
改
め
、
国
に
準
じ
た
手
当

を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
今
年
２
月
ま

で
遡
及
適
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
医
療
行
為
等
に
携
わ
る
職
員
へ

の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
す
な
ろ
学
級
に
お
け
る
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

質問
　
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴

う
あ
す
な
ろ
学
級
の
状
況
と
、

再
開
後
の
感
染
症
予
防
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答弁
　
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
に
合

わ
せ
、
児
童
・
生
徒
の
受
け
入

れ
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
再

開
を
受
け
、
順
次
受
け
入
れ
を
開
始
し
、

現
在
３
つ
の
あ
す
な
ろ
学
級
で
児
童
・

生
徒
が
通
級
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
は
、
本
市
が
独
自
に
作

成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
家
庭

で
の
検
温
の
実
施
と
発
熱
が
あ
る
場
合

の
通
級
の
自
粛
、
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、

手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
の
励
行
、
座
席

の
間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
取
組
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
へ
の
対
応
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
た
山
宮
本
級
は
、
衛

生
的
な
環
境
の
保
持
・
管

理
の
観
点
か
ら
も
、
一
刻

も
早
い
移
転
が
必
要
と
判

断
し
、
６
月
１
日
よ
り
北

部
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
で

指
導
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

防
犯
街
路
灯
の
補
助
と
広
報
誌
等
の

配
布
に
つ
い
て　
他

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
、

国
の
財
政
措
置
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な

い
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
支
援
を
求
め
ま

す
が
、
感
染
症
対
策
を
め
ぐ
る
市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
感
染
症
の
影
響
を
重
く
受
け

止
め
、限
り
あ
る
財
源
を
有
効

活
用
し
、国
の
支
援
策
を
補
い
、つ
な
げ

る
こ
と
を
基
本
に
、各
段
階
や
状
況
に

応
じ
た
適
時
・
的
確
な
支
援
策
や
組
織

強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
感
染
症
は
、
長
期
的
か
つ
多
方
面
へ

の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
影
響
の
縮
小
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
長
期
に
わ
た
る
対
応
を
見
据
え
、

国
の
財
政
措
置
を
最
大
限
活
用
す
る
中

で
緊
急
対
応
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に

向
け
、
国
の
支
援
策
の
活
用
や
既
存
事

業
の
有
効
性
を
検
討
す
る
中
で
、
新
し

い
生
活
ス
タ
イ
ル
へ
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
、
一
日
も
早
い

日
常
の
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

質問
　

今
夏
は
、ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス

ポ
ッ
ト
の
実
施
が
難
し
く
な
る

こ
と
か
ら
、低
所
得
者
等
を
対
象
と
し
た

エ
ア
コ
ン
等
の
購
入・設
置
費
用
へ
の
助

成
を
求
め
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　

本
年
は
、感
染
リ
ス
ク
を
避

け
在
宅
生
活
を
続
け
る
人
が
多

い
と
予
想
さ
れ
、特
に
熱
中
症
リ
ス
ク
が

高
い
高
齢
者
等
へ
の
十
分
な
注
意
喚
起

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
ま
め
な
水

分
補
給
や
エ
ア
コ
ン
の
適
正
な
使
用
方

法
な
ど
、国
が
示
し
た
新
し
い
生
活
様
式

に
お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
に
つ
い
て

周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
は
、

昨
年
と
同
数
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

暑
さ
で
体
調
が
優
れ
な
い
時
な
ど
は
、感

染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
利
用
を
呼
び

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
低
所
得
者
等
を
対
象
と
し
た

エ
ア
コ
ン
の
購
入
・
設
置
費
用
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
他
都
市
の
実
績
や
そ

の
効
果
等
を
調
査
・
研
究
す
る
中
で
、

今
後
も
熱
中
症
予
防

対
策
に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

感
染
拡
大
の
再
燃
と
医
療
崩
壊
の
防

止
に
つ
い
て　
他

※一問一答…一問ごとに質疑応答を行う。　　分割…質問項目ごとに質疑応答を行う。　　一括…�質問項目すべてを質問し、一括で答弁を行う。

日本共産党
代表質問（分割）

清水　英知

こうふクラブ
代表質問（分割）

山田　弘之

6月
定例会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

係
る
検
査
体
制
に
つ
い
て

質問
　
第
２
波
の
感
染
者
数
を
最
小

限
に
す
る
た
め
、本
市
独
自
に
検

査
体
制
を
拡
充
し
、市
民
に
周
知
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　

現
在
、相
談
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、国
が
示
す
受
診

の
目
安
に
捉
わ
れ
ず
、医
師
の
判
断
に

基
づ
き
、柔
軟
に
帰
国
者
接
触
者
外
来

へ
の
受
診
に
つ
な
げ
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、検
査
需
要
に
応
じ
た

迅
速
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
検
査
体
制
が
確

立
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、国
の
方
針
は
、迅
速
に
結
果
が

判
明
す
る
抗
原
検
査
や
採
取
が
簡
易
な

唾
液
に
よ
る
検
査
も
取
り
入
れ
た
検
査

体
制
を
構
築
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
更
な
る
検
査
体
制

の
強
化
は
山
梨
県
全
体
の
課
題
と
し
て

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

山
梨
県
や
市
医
師
会
等
と
の
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
第
２
波
の
感
染
症
ま
ん
延

防
止
に
向
け
た
、
よ
り
良
い
検
査
体
制

の
構
築
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
に
つ

い
て

質問
　
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
を
大
里

地
区
で
運
行
す
る
こ
と
で
他
の
地
区
に

も
波
及
し
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解

消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
少
子
高
齢
化
や
自
家
用
車
の

普
及
等
に
よ
り
利
用
者
が
減
少

し
、
バ
ス
路
線
の
維
持
が
困
難
に
な
る

中
で
、
大
里
地
区
に
お
い
て
も
バ
ス
２

路
線
の
廃
止
に
よ
り
、
地
区
の
一
部
が

公
共
交
通
空
白
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
公
共
交
通
が
市

民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
空
白
地
域
等
に
対
す
る
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
、
空
白
地
域
全
域
に

お
い
て
、
利
便
性
が
高

い
公
共
交
通
の
充
実
と

い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、

持
続
可
能
な
視
点
も
踏

ま
え
、
新
た
な
公
共
交

通
モ
ー
ド
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

リ
ニ
ア
山
梨
県
駅
の
駅
前
整
備
に
つ

い
て　
他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

質問
　
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た

今
後
の
市
政
運
営
と
、
市
税
収

入
の
落
ち
込
み
が
危
惧
さ
れ
る
中
で
の

財
政
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
感
染
症
に
よ
る
市
民
生
活
と

地
域
経
済
へ
の
甚
大
な
影
響
を

踏
ま
え
、
ま
ず
は
市
民
の
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
様
々
な

支
援
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
感
染
予
防
と
両
立
し
た

新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
て
い
く
中

で
市
民
生
活
と
地
域
経
済
の
回
復
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
事
業
の
見
直
し
や

来
年
度
に
つ
な
が
る
事
業
の
構
築
に
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
、
市
民
の
皆
様
と
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
税
収
入
の
大
幅
な
減
収
に

よ
る
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
財
政
措
置
を
最
大
限

活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
事

業
の
緊
急
度
、
優
先
度
を
精
査
す
る
中

で
、
市
民
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
活
力

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
習
の
遅
れ
や
学
力
低
下
に
関

す
る
対
策
に
つ
い
て

質問
　
臨
時
休
業
に
伴
う
学
習
の
遅

れ
へ
の
対
応
や
、確
か
な
学
力

定
着
の
方
策
、ま
た
、学
習
支
援
動
画
の

内
容
や
成
果
、視
聴
環
境
が
な
い
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
学
習
の
遅
れ
に
対
応
す
る
た

め
、夏
休
み
期
間
の
短
縮
や
行
事

の
簡
略
化
、学
習
指
導
の
工
夫
等
に
よ
り
、

予
定
の
学
習
内
容
を
全
て
指
導
し
、学
力

の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
支
援
動
画
は
、
家
庭
学
習
の
支

援
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
利
用
等

に
よ
り
希
望
者
全
員
が
視
聴
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
お
り
、「
非
常
に
わ
か
り
や

す
い
」
等
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
夏
季
休
業
中
に
配
信

し
、
ネ
ッ
ト
配
信
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
放

映
に
よ
り
、
家
庭
で
視
聴
で
き
る
児

童
・
生
徒
は
98
％
程
度

に
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
も
児
童
・
生
徒
の

確
か
な
学
力
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
自

然
災
害
の
複
合
災
害
に
お
け
る
避
難

所
で
の
対
策
に
つ
い
て　
他

政友クラブ
代表質問（分割）

坂本　信康

創政こうふ
代表質問（分割）

輿石　　修
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地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充

に
伴
う
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

質問
　
国
の
第
２
次
補
正
予
算
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
事
業
に
充
当
で
き
、本
市
で
も
、国

や
県
が
進
め
て
い
る
対
策
を
補
い
、つ
な

い
で
い
く
こ
と
を
基
本
に
、で
き
得
る
限

り
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
対
応
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
今
般
、
国
に
お
い
て
第
２
次
補
正
予

算
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
、

子
育
て
世
帯
へ
の
更
な
る
支
援
等
、
新

た
な
対
応
策
に
係
る
補
正
予
算
案
を
、

今
定
例
会
中
に
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
世
帯
や
生
活
困
窮

世
帯
等
へ
の
支
援
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
講
じ
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
日
常
生
活
の

回
復
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

避
難
所
の
感
染
対
策
と
３
密
対

策
に
つ
い
て

質問
　
感
染
症
が
心
配
さ
れ
る
中
で

の
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
避

難
所
の
備
蓄
品
の
確
保
と
、
ホ
テ
ル
や

旅
館
等
を
活
用
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
感
染
症
の
拡
大

防
止
策
と
し
て
備
蓄
し
て
い
た

手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
や
マ
ス
ク
を

使
用
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
す
る
中
で
、
改
め
て
備

蓄
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
非
接
触

型
体
温
計
や
防
護
服
等
を
順
次
購
入
し
、

備
蓄
品
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
本
市
と

災
害
協
定
を
締
結
す
る
民
間
企
業
等
の

協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
や
県

へ
も
要
請
を
行
う
中
で
必
要
な
物
資
や

資
機
材
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
等
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
山
梨

県
と
協
議
す
る
中
で
、

そ
の
手
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
に
つ
い
て　
他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
後
の
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
つ
い
て

質問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
き
っ
か
け
に
社
会
の
変

容
が
否
応
な
し
に
求
め
ら
れ
る
中
、
こ

の
先
ど
の
よ
う
に
行
政
経
営
の
あ
り
方

を
変
え
、
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
確

立
し
て
い
く
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、次
代

を
見
据
え
た
重
要
な
考
え
方
を

教
示
し
て
く
れ
る
も
の
と
捉
え
、対
処
し

て
い
く
姿
勢
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
を
含
む
各
地
方
自
治
体
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や
考
え
に
基
づ

き
、
市
民
に
必
要
と
な
る
様
々
な
対
策

を
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
講
じ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後
の
社
会

の
変
容
に
対
し
て
は
、
本
市
の
実
情
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
こ
そ
が

安
定
し
た
行
政
経
営
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
新
し
い
生
活
様
式
を
取

り
入
れ
た
日
常
を
安
全
・
安
心
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
機
関
の
答
弁
で「
検
討
す

る
」を
繰
り
返
す
こ
と
の
是
非

に
つ
い
て

質問
　

行
政
機
関
の
答
弁
で
は「
検

討
す
る
」と
い
う
言
葉
が
目
立
つ

が
、議
会
と
首
長
が
二
元
代
表
制
の
下
、

政
策
形
成
に
お
い
て
切
磋
琢
磨
す
る
た

め
に
は
結
論
を
先
延
ば
し
に
し
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。「
検
討
す
る
」こ
と

を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、機

関
間
で
政
策
形
成
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
市
民
生
活
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

答弁
　
市
民
福
祉
の
増
進
に
責
任
を

負
う
地
方
自
治
体
で
は
、
政
策

を
具
現
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
効
果

や
コ
ス
ト
等
の
判
断
材
料
に
加
え
、
外

部
要
因
に
係
る
調
整
等
が
存
在
し
、
更

に
施
策
の
優
先
度
等
を
考
慮
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
中
で
の
検

討
は
肝
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
行
政
計
画
に
位
置
付
く

施
策
・
事
業
も
十
分

な
検
討
を
行
う
中
で

構
築
し
、
推
進
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�「
会
社
ご
と
移
住
す
る
」
こ
と
を
進
め

る
新
し
い
企
業
誘
致
に
つ
い
て　
他

公明党
代表質問（分割）

中村　明彦

こうふ未来
代表質問（分割）

神山　玄太
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圏
域
連
携
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て

質問
　

中
核
市・
甲
府
と
し
て
圏
域

全
体
の
経
済
を
牽
引
し
、住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

自
治
体
間
連
携
に
向
け
た
取
組
の
進
捗

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
現
在
、
住
民
生
活
等
で
関
係

性
の
高
い
周
辺
８
市
１
町
と
県

央
自
治
体
実
務
者
会
議
の
立
ち
上
げ
に

向
け
調
整
し
て
お
り
、
連
携
中
枢
都
市

圏
構
想
を
視
野
に
入
れ
、
医
療
や
観
光

な
ど
様
々
な
分
野
・
領
域
に
お
け
る
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
、

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
圏
域
連
携
の
推
進
に
は
圏
域

の
産
業
経
済
の
維
持
・
発
展
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
、
コ
ロ
ナ

禍
が
日
常
生
活
や
生
産
消
費
活
動
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

圏
域
全
体
の
経
済
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
成
長
戦
略
の
方
向
性
を
探
り
つ
つ
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

く
た
め
、
行
政
区
域
を
越
え
て
取
り
組

み
、
圏
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
給
食
費
へ
の
補
助
に
つ
い
て

質問
　
少
子
化
対
策
や
移
住
・
定
住

促
進
の
た
め
、
全
国
的
に
行
わ

れ
て
い
る
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

運
営
経
費
は
本
市
が
負
担
し
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
給
食
の
食
材
費

を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
小
学
校
給
食
で
は
、
自
校
の
給

食
室
で
の
単
独
調
理
方
式
を
主
に
採
用

す
る
こ
と
で
、
給
食
が
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
心
が

醸
成
さ
れ
る
な
ど
、
食
育
の
推
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
児
童
・
生
徒
が
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
教
育
を
受
け
る
機
会

が
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
、
支
援
が
必
要

な
準
要
保
護
世
帯
に
対
し
、
就
学
援
助

制
度
に
よ
り
学
用
品
費
の
ほ
か
学
校
給

食
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
現
行
制
度
を

維
持
し
な
が
ら
、
真
に

援
助
を
必
要
と
す
る
世

帯
に
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

甲
府
市
斎
場
の
移
転
に
つ
い
て　
他

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

質問
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る

考
え
と
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
実

績
、
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向

け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変

動
は
、災
害
の
ほ
か
、気
温
の
上

昇
に
よ
る
熱
中
症
や
自
然
生
態
系
へ
の

影
響
に
よ
る
感
染
症
の
増
加
等
、様
々

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、重
要
な

施
策
で
あ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
普
及

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
環
境
教
育
や
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
へ
の
助
成
等
を
推
進
し
た

結
果
、
２
０
１
６
年
度
と
基
準
年
度
で

あ
る
２
０
０
８
年
度
の
比
較
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
８
・
４
％
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

は
６
・
６
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
を
図
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
自
然
豊
か
な
甲
府
の
ま
ち
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
ム
等
の
依
存

症
対
策
に
つ
い
て

質問
　

児
童
・
生
徒
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
ム
等
の
利
用
状

況
の
現
状
と
、
依
存
症
防
止
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
病
的

な
ネ
ッ
ト
依
存
が
疑
わ
れ
る
中

高
生
は
全
国
で
93
万
人
と
推
計
さ
れ
、

学
校
教
育
に
お
い
て
予
防
す
る
た
め
の

取
組
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
本
市
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
利
用
す
る
際
の
家
庭
で
の

ル
ー
ル
作
り
を
促
す
取
組
や
、
保
護
者

か
ら
の
個
別
相
談
へ
の
対
応
等
を
各
校

に
指
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
休
業
中
に
お
け
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
長
時
間
使
用
に
よ

り
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
た
児
童
・
生
徒

の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一
日
も

早
く
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
各

校
に
指
導
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、

過
度
の
依
存
に
対
し

て
適
切
な
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

富
士
山
噴
火
に
お
け
る
本
市
の
対
応

に
つ
い
て

政友クラブ
一般質問（分割）

岡　　政𠮷

政友クラブ
一般質問（分割）

深沢　健吾
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業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
見

直
し
に
つ
い
て

質問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
検
証
し
、
業
務

継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　

本
市
で
は
、市
民
生
活
に
支

障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、継
続
す
べ

き
業
務
や
感
染
予
防・感
染
拡
大
防
止
対

策
等
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、甲
府
市

業
務
継
続
計
画（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

編
）を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
職
員
の
罹
患
等
に
よ
る
業
務

へ
の
支
障
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
業

務
継
続
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
こ

れ
ま
で
の
対
応
状
況
等
を
検
証
す
る
中

で
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
加
え
、
新
た
に
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
感
染
症
に
対
し
、
市
民
の
生

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
甲
府
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
迅
速
か
つ
適
切
に
そ
の
取

組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

感
染
症
流
行
時
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て

質問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の

感
染
症
拡
大
を
踏
ま
え
た
避
難

所
の
運
営
方
針
と
備
蓄
品
に
つ
い
て
、

ま
た
、
分
散
避
難
に
向
け
た
民
間
施
設

等
の
活
用
と
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
を

図
る
た
め
、教
室
も
利
用
す
る
中

で
、定
期
的
な
換
気
や
避
難
者
間
の
距
離

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、体
調
不
良
の
方

へ
の
個
室
の
確
保
に
努
め
、関
係
部
局
と

連
携
し
、感
染
防
止
に
配
慮
し
た
避
難
所

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、避
難
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
資

機
材
に
つ
い
て
、非
接
触
型
体
温
計
等
の

感
染
防
止
の
た
め
の
備
蓄
品
の
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
分
散
避
難
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
一

時
避
難
所
の
協
定
締
結
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、ホ
テ
ル
や
旅
館
の
活
用
を
山
梨

県
と
協
議
す
る
中
で
検
討

し
、民
間
施
設
を
活
用
し

た
分
散
避
難
地
へ
の
物
資

に
つ
い
て
は
、協
定
締
結

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

学
校
現
場
に
お
け
る
感
染
症
予
防
対
策

と
感
染
症
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て 

他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
今
後
の「
新
し
い
日
常

（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）」を
見
据

え
た
市
政
運
営
に
つ
い
て

　
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
の
緊

急
事
態
を
契
機
に
、
日
常
の
変
化
は
加

速
度
的
に
進
む
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
当
面
の
感
染
症
対
策
と
、

今
後
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
想
定
し
た

市
政
の
あ
り
方
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
具
体
的

施
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

質問
　
よ
り
効
果
的
な
事
業
や
業
務

へ
の
転
換
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
社
会
保
障
関
係
費
等
の
増
加

や
市
税
収
入
の
減
収
が
見
込
ま

れ
る
本
市
で
は
、
従
来
以
上
に
選
択
と

集
中
に
よ
る
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

規
模
縮
小
や
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

等
は
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
、

感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
実
施
効
果

等
を
見
据
え
て
柔
軟
に
考
え
る
べ
き
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
や
一
刻

も
早
い
市
民
の
皆
様
の
不
安
の
払
拭
、

経
済
の
回
復
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
と

よ
り
、
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
的

確
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質問
　
感
染
防
止
策
と
並
行
し
た
経

済
活
性
化
策
、特
に
消
費
喚
起
の

た
め
の
独
自
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　

本
市
で
は
、国
や
県
の
対
策

を
補
い
、つ
な
い
で
い
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
、事
業
者
の
事
業
継
続

に
資
す
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、緊

急
対
応
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応

し
て
い
く
中
で
、
引
き
続
き
感
染
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
、
消
費
喚
起
の
た
め

の
新
た
な
対
応
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
が
打
ち

出
し
て
い
る
旅
行
、
飲
食
、
商
店
街
等

を
対
象
と
し
た
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
等
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
を
補
完
し
、

相
乗
効
果
が
上
げ
ら
れ

る
よ
う
、
独
自
施
策
の

検
討
を
深
め
、
適
時
・

的
確
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

農
業
政
策
・
都
市
基
盤
整
備
・
医
療

体
制
に
つ
い
て

創政こうふ
一般質問（分割）

天野　　一

創政こうふ
一般質問（一括）

寺田　義彦
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新
生
児
に
対
し
て
の
特
別
定
額

給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

質問
　
感
染
拡
大
の
不
安
の
中
、
妊

娠
、
出
産
し
生
ま
れ
た
子
を
育

て
て
い
く
家
庭
に
エ
ー
ル
を
送
る
意
味

で
も
、
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
対
象

日
よ
り
後
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
対
し

本
市
独
自
で
給
付
金
を
支
給
し
て
は
い

か
が
か
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見
を
伺

い
ま
す
。

答弁
　

国
の
特
別
定
額
給
付
金
は
、

支
給
対
象
基
準
日
を
、
本
年
４

月
27
日
と
し
て
お
り
、
そ
の
翌
日
以
降

に
生
ま
れ
た
新
生
児
は
支
給
の
対
象
か

ら
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
長

期
化
す
る
中
、
出
産
・
育
児
等
に
つ
い

て
も
平
時
と
は
違
い
、
感
染
予
防
等
で

大
変
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
妊
産
婦

や
そ
の
ご
家
族
、
更
に
は
生
ま
れ
る
新

生
児
に
も
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金

を
補
う
新
た
な
支
援
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
生
児
に

対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
制

度
設
計
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
に
つ
い
て

質問
　
現
在
、
社
会
に
急
速
に
普
及

し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
市
役
所
の
相
談
窓
口
設

置
に
つ
い
て
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
国
が
示
し
た
新
し
い
生
活
様

式
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
様
が

外
出
を
自
粛
さ
れ
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
窓
口

等
は
有
効
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

感
染
症
対
策
の
み
な
ら
ず
利
便
性
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
働
き
方

の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
会
議
を
関
係
団
体
等
と
始

め
て
お
り
、
使
用
感
や
品
質
等
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、検
証
結
果
を
踏
ま
え
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
新
た

な
仕
組
み
と
し
て
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

保
育
所
等
に
お
け
る
感
染
防
止
用
備

品
の
購
入
に
つ
い
て　
他

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け

た
公
共
交
通
の
形
成
に
つ
い
て

質問
　
甲
府
市
で
は
、
い
つ
の
段
階

に
お
い
て
も
リ
ニ
ア
新
駅
と…

Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
を
太
い
ベ
ク
ト
ル
で
表
し

て
い
た
よ
う
に
、
独
自
の
公
共
交
通
を

形
成
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
リ
ニ
ア
新
駅
と
甲
府
駅
間
の

直
通
ル
ー
ト
は
、「
甲
府
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
目

指
す
べ
き
将
来
都
市
構
造
を
構
成
す
る

都
市
基
幹
軸
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と

も
に
、
昨
年
度
、
本
市
が
多
角
的
な
視

点
で
実
施
し
た
リ
ニ
ア
新
駅
位
置
の
検

証
の
中
で
、
優
位
性
が
高
い
ル
ー
ト
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
と
な
っ
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を
目
指
し
、
リ
ニ
ア
新

駅
か
ら
甲
府
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
等
に
つ

い
て
、
更
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
中
の
公

共
交
通
事
業
者
の
現
状
と
連
携

に
つ
い
て

質問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
の

鉄
道
、
バ
ス
事
業
者
等
、
公
共

交
通
事
業
者
の
状
況
と
、
そ
の
支
援
策
、

連
携
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
公
共
交
通
の
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
、
運
賃
収
入
が
昨
年
度

の
同
時
期
に
比
べ
大
幅
に
減
収
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
息

が
見
え
な
い
中
、
通
学
・
通
勤
や
通

院
・
買
い
物
な
ど
、
市
民
の
足
と
し
て

欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
を
継
続
し
て
運

行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
新
た
な
支
援

策
の
検
討
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
公
共
交
通
事
業
は
、
市
民
の
生
活
や

地
域
経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
、
そ
の

機
能
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も
公
共
交
通
事

業
者
と
連
携
を
深
め

る
中
で
、
公
共
交
通

の
運
行
の
継
続
、
確

保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

甲
府
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
及
び
甲
府
市
業
務
継
続

計
画
に
つ
い
て　
他

公明党
一般質問（分割）

長沢　達也

こうふ未来
一般質問（分割）

藤原伸一郎
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民生文教
委 員 会

委員長：中村明彦　副委員長：深沢健吾
委　員：岡　政𠮷　天野　一　寺田義彦
　　　　川崎　靖　木内直子　山田　厚

（6月17日審査）
◆�議案第60号　令和2年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）　他1案
　2案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました
が、介護保険料の負担軽減について、引き続き全国市長会等を通じて国へ要望していく
よう求める意見がありました。
◆�議案第61号　令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第1号）
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、新型コロナウイルス感
染症の最前線の医療現場として必要な施設整備等を行うなど、感染症対策に万全を期す
よう求める意見がありました。
◆�議案第59号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第5号）中民生文教委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、介護サービス事業所等
に対するサービス継続支援事業については、対象事業所へ制度の周知を適切に図ってい
くよう求める意見がありました。
◆�議案第64号　甲府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例制定について　他3案

　4案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました。
◆�請願第2－5号　新型コロナウイルスにより医療機関の経営が破綻しないために国に
意見書の提出を求める請願

　新型コロナウイルス感染拡大に伴う医療サービスの低下を防ぐための支援が必要であ
ることから願意妥当であり採択すべきとの意見と、本市議会として、これまで市民から
の様々な要望等を踏まえ、緊要な施策の取りまとめを行う中で、市への提言や決意宣言
を決議するとともに、国へも意見書を提出しているので不採択とすべきであるとの意見
があり、採決の結果、多数をもって不採択とするものと決しました。
（6月22日審査）
◆�議案第96号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第6号）中民生文教委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、自立相談支援員につい
ては、資格や経験を有する職員を任用し、相談体制の強化・充実に努めるとともに、引
き続き、障害福祉サービス等事業所におけるサービス継続支援等により経済活動の不安
の縮小化を図るよう更なる検討を求める意見や、ひとり親世帯臨時特別給付金の支給に
おける対象の拡大について、本市独自の施策に参考とすべきとの意見がありました。
（7月3日審査）
◆�議案第97号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第7号）中民生文教委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、新型コロナウイルス感
染症の影響を受ける子育て世帯の生活を支援するための各種給付事業については、対象
者に給付金が迅速に行き届くよう、申請手続きの簡略化や周知徹底を求める意見があり
ました。
◆議案第99号　令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第2号）
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました。

経済建設
委 員 会

委員長：長沢達也　副委員長：望月大輔
委　員：荻原隆宏　池谷陸雄　末木咲子
　　　　輿石　修　堀とめほ　藤原伸一郎

（6月18日審査）
◆�議案第67号　甲府市地方活力向上地域における固定資産税の課税の特
例に関する条例の一部を改正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、地域再
生法に基づく税制上の優遇措置は、地方拠点の強化のために効果的なも
のであることから、更なる周知を求める意見がありました。
◆�議案第68号　甲府市市営住宅条例の一部を改正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、跡地に
ついては、地域におけるコミュニティ活動の拠点とするなど、有効的な
活用策を検討するとともに、市営住宅の老朽化に伴う計画的な改修等を
進めていくよう求める意見がありました。
◆�議案第71号　工事請負契約の変更契約の締結について 他4案
　5案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するも
のと決しました。
（7月3日審査）
◆議案第98号　令和2年度甲府市地方卸売市場事業会計補正予算（第1号）
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、施設使
用料の減額にあたっては、卸売業者及び仲卸業者の経営状況に応じた支
援を求める意見がありました。
◆�議案第97号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第7号）中経済建設
委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、「甲府で
食べよう！買おう！キャンペーン」については、キャッシュレス決済の利
用拡大に努めるよう求める意見や、公共交通事業者等に対する事業継続
支援については、継続的に状況把握する中で、公共交通ネットワークの
維持・確保を求める意見がありました。

環境水道
委 員 会

委員長：山中和男　副委員長：山田弘之
委　員：原田洋二　鈴木　篤　小澤　浩
　　　　小沢宏至　植田年美　廣瀬集一

　付託案件はありませんでしたが、所管事項調査では、新型コロナウイルス感染症対策
関連などについて活発な調査が行われました。

総　務
委員会

委員長：長沼達彦　副委員長：神山玄太
委　員：坂本信康　鮫田光一　金丸三郎
　　　　清水　仁　兵道顕司　清水英知

（6月17日審査）
◆�議案第62号　甲府市市税条例の一部を改正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、個人市
民税において、未婚のひとり親を対象とした改正が行われたことから、
制度の周知徹底を図るよう求める意見がありました。
◆�議案第63号　甲府市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
例制定について　他2案
　3案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するも
のと決しました。
◆�議案第69号　固定資産評価員の選任について　他19案
　20案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり同意するも
のと決しました。
◆�諮問第1号～諮問第4号　人権擁護委員候補者の推薦について
　4案については、いずれも全員異議なく当局諮問のとおり決定するも
のと決しました。
◆�請願第1－2号　核兵器禁止条約への日本政府の署名と批准を求める意
見書採択についての請願
　願意妥当であり、新たに賛同する国も加わったことから採択すべきと
の意見と、本市議会では令和2年3月定例会において「核兵器廃絶に向け
た一層の取組を求める意見書」を全会一致で採択し、国に提出しているの
で不採択とすべきであるとの意見があり、採決の結果、多数をもって不
採択とするものと決しました。
（6月22日審査）
◆�議案第96号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第6号）中総務委員
会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました。

常任委員会審査の概要 予算や条例など付託案件を
審査した経過等の概要です。

常任委員長
報 告 要 旨

番　　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願

第 1 － 2 号 核兵器禁止条約への日本政府の署名と批准を求める意見書採択についての請願 総　　務 不採択
第 2 － 5 号 新型コロナウイルスにより医療機関の経営が破綻しないために国に意見書の提出を求める請願 民生文教 不採択
第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査
第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 6 号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 〃
第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃
第 2 － 4 号 甲府市立図書館サービスの充実を求める請願 民生文教 〃

令和 2 年 6 月定例会 請願審査結果

12市議会だより No.206

常任委員会審査の概要 請願審査結果



令和 2 年 6 月定例会 審議結果

《会派構成》
政友クラブ　◎池谷陸雄　荻原隆宏　原田洋二　鈴木　篤
　　　　　　　岡　政𠮷　坂本信康　長沼達彦　小澤　浩
　　　　　　　末木咲子　深沢健吾　鮫田光一
創政こうふ　◎清水　仁　金丸三郎　輿石　修　山中和男
　　　　　　　天野　一　小沢宏至　望月大輔　寺田義彦

公　明　党　◎中村明彦　兵道顕司　植田年美　長沢達也
　　　　　　　堀とめほ
こうふ未来　◎廣瀬集一　神山玄太　藤原伸一郎　川崎　靖
日本共産党　◎清水英知　木内直子
こうふクラブ　◎山田　厚　山田弘之� ◎は会派代表者

議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友
クラブ

創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

こうふ
クラブ

補
正
予
算

議案第59号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第5号） 6月22日 可　決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第60号 令和2年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第61号 令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第1号） 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第96号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第6号） 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第97号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第7号） 7月3日 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第98号 令和2年度甲府市地方卸売市場事業会計補正予算（第1号）　 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第99号 令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第2号） 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

条
例
の
一
部
改
正

議案第62号 甲府市市税条例の一部を改正する条例制定について 6月22日 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第63号 甲府市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定
について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第64号 甲府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第65号 甲府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第66号 甲府市介護保険条例等の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第67号 甲府市地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関
する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第68号 甲府市市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第74号 甲府市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定
について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

人
事・そ
の
他

議案第69号 固定資産評価員の選任について 〃 同意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第70号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第71号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第72号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第73号 市道路線の認定について（砂田5号線外1路線） 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第75号 財産の取得について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第76号 訴えの提起について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第77号
　～第95号 農業委員会委員の任命について 〃 同　意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

諮問第 1 号
　～第 4 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃

諮問の
とおり
決定

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第100号 監査委員の選任について 7月3日 同　意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

日
程
追
加・議
員
提
出

日程追加 議長選挙について 〃 当　選 投票の結果　第101代議長当選者　兵道顕司
日程追加 副議長選挙について 〃 〃 投票の結果　第112代副議長当選者　山中和男
甲議第12号 常任委員会委員の選任について 〃 選　任 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
甲議第13号 議会運営委員会委員の選任について 〃 〃 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
日程追加 甲府地区広域行政事務組合議会議員の補欠議員の選挙について 〃 当　選 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

○賛成　×反対

◆常任委員会委員の選任者…15ページに掲載
◆議会運営委員会委員の選任者…14ページに掲載
◆甲府地区広域行政事務組合議会議員の補欠議員の選挙当選者
　金丸三郎　山田弘之

長沼達彦

《議会選出監査委員の選任》
末木咲子氏の辞任に伴い、
長沼達彦氏が選任されました。
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民生文教委員会
福祉保健部・子ども未来部・市立甲府病院・教育委員会・
市民部のうち国民健康保険に関するものを調査します。

環境水道委員会
環境部・上下水道局に関するものを調査します。

総務委員会
市長直轄組織・総務部・企画部・市民部（国民健康保険
を除く）・会計室・議会局・公平委員会・選挙管理委員会・
監査委員等に関するものを調査します。

経済建設委員会
産業部・まちづくり部・農業委員会に関するものを調査
します。

新 た な 市 議 会 の  構 成 が 決 ま り ま し た ！
常任委員会の構成

委
員
長

創
政
こ
う
ふ

輿
石
　
修

副
委
員
長

政
友
ク
ラ
ブ

鮫
田
光
一

政
友
ク
ラ
ブ

小
澤
　
浩

政
友
ク
ラ
ブ

末
木
咲
子

創
政
こ
う
ふ

清
水
　
仁

公
明
党

長
沢
達
也

こ
う
ふ
未
来

廣
瀬
集
一

こ
う
ふ
ク
ラ
ブ

山
田
　
厚

委
員
長

こ
う
ふ
未
来

神
山
玄
太

副
委
員
長

創
政
こ
う
ふ

寺
田
義
彦

政
友
ク
ラ
ブ

池
谷
陸
雄

政
友
ク
ラ
ブ

原
田
洋
二

政
友
ク
ラ
ブ

長
沼
達
彦

創
政
こ
う
ふ

山
中
和
男

公
明
党

植
田
年
美

日
本
共
産
党

木
内
直
子

委
員
長

創
政
こ
う
ふ

小
沢
宏
至

副
委
員
長

政
友
ク
ラ
ブ

深
沢
健
吾

政
友
ク
ラ
ブ

鈴
木
　
篤

創
政
こ
う
ふ

金
丸
三
郎

公
明
党

兵
道
顕
司

公
明
党

堀
と
め
ほ

こ
う
ふ
未
来

藤
原
伸
一
郎

こ
う
ふ
ク
ラ
ブ

山
田
弘
之

委
員
長

創
政
こ
う
ふ

天
野
　
一

副
委
員
長

公
明
党

中
村
明
彦

政
友
ク
ラ
ブ

荻
原
隆
宏

政
友
ク
ラ
ブ

岡
　
政
𠮷

政
友
ク
ラ
ブ

坂
本
信
康

創
政
こ
う
ふ

望
月
大
輔

こ
う
ふ
未
来

川
崎
　
靖

日
本
共
産
党

清
水
英
知

委
員
長

廣
瀬
集
一

副
委
員
長

長
沢
達
也

委
　
員

坂
本
信
康

小
澤
　
浩

深
沢
健
吾

鮫
田
光
一

輿
石
　
修

小
沢
宏
至

寺
田
義
彦

中
村
明
彦

清
水
英
和

山
田
弘
之

議会運営委員会
議会の運営に関する事項、議会の会議規則・委員会に関する条例等に関する事項、議長の諮問に関する事項を調査します。

令
和
2
年
6
月
定
例
会
に
お
い
て
、

第
101
代
議
長
、
第
112
代
副
議
長
に
ご
推

挙
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、「
議
論
し
合
い
、
政
策

形
成
す
る
議
会
」の
構
築
を
目
指
し
、
具

体
的
な
取
組
と
し
て
、
市
民
と
議
会
の

交
流
会
や
、
議
員
間
の
議
論
方
式
の
本

格
的
な
導
入
、
更
に
、
こ
う
し
た
取
組

を
制
度
化
す
る
議
会
基
本
条
例
制
定
へ

の
着
手
な
ど
、
中
核
市
に
相
応
し
い
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
徐
々
に
回
復

に
向
け
た
兆
し
が
見
え
は
じ
め
て
い
る

も
の
の
、
未
だ
市
民
生
活
と
地
域
経
済

に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
一
日
も
早
い

収
束
に
向
け
、
そ
の
対
応
に
全
力
を
傾

注
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

と
も
に
今
を
乗
り
越
え
、
ふ
る
さ
と
甲

府
を
よ
り
一
層
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と

す
る
た
め
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

あいさつの就 任正副議長

第101代議長
兵
ひょう
　道
どう
　顕
けん
　司

じ
　議員

第112代副議長
山
やま
　中
なか
　和
かず
　男

お
　議員
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4月 9 日（木）	 正副委員長会議
4月14日（火）	 まちづくり調査研究会
4月15日（水）	 �会派代表者会議・甲府市議会新型コロナウイルス	

対策連絡会議（以下、連絡会議）
4月21日（火）	 会派代表者会議・連絡会議
4月23日（木）	 議会運営委員会
4月27日（月）	 会派代表者会議・連絡会議
4月28日（火）	 議会運営委員会
5月 1 日（金）	 �5月臨時会開会、本会議（提案理由の説明、各常任	

委員会付託）、総務・民生文教・経済建設委員会、	
本会議（各常任委員長報告、採決）

5月 7 日（木）	 �議会運営委員会、本会議（新型コロナウイルス対策
特別委員会（以下、特別委員会）設置）、特別委員会

5月12日（火）	 全員協議会
5月14日（木）	 会派代表者会議・連絡会議
5月15日（金）	 特別委員会
5月18日（月）	 特別委員会、議会運営委員会
5月19日（火）	 特別委員会
5月21日（木）	 �議会運営委員会、本会議（提案理由の説明、各常任	

委員会付託）、総務・民生文教・経済建設委員会、	
本会議（各常任委員長報告、採決）

5月22日（金）	 特別委員会
5月27日（水）	 �連絡会議、議会運営委員会、本会議（特別委員長中間

報告、提言決議、採決）
5月28日（木）	 特別委員会
5月29日（金）	 広報委員会

6月 3 日（水）	 特別委員会
6月 4 日（木）	 �議会運営委員会、会派代表者会議・連絡会議
6月 5 日（金）	 特別委員会
6月 8 日（月）	 議会運営委員会、本会議（採決）、5月臨時会閉会
6月 9 日（火）	 �6月定例会開会、本会議（提案理由の説明）、広報	

委員会
6月12日（金）	 本会議（質疑及び市政一般質問）
6月15日（月）	
6月16日（火）	 議会運営委員会、本会議（各常任委員会付託）
6月17日（水）	 常任委員会（総務・民生文教）
6月18日（木）	 常任委員会（経済建設・環境水道）
6月19日（金）	 会派代表者会議
6月22日（月）	 �議会運営委員会、本会議（会期延長、各常任委員長報告、

討論、採決、提案理由の説明、総務・民生文教委員会
付託）、総務・民生文教委員会、本会議（総務・民生
文教委員長報告、採決）

6月25日（木）	 広報委員会、環境水道委員会
6月26日（金）	 総務・民生文教・経済建設委員会
6月30日（火）	 全国市議会議長会
7月 1 日（水）	 �全員協議会、会派代表者会議、特別委員会
7月 3 日（金）	 �所信表明会、議会運営委員会、本会議（提案理由の説明、

民生文教・経済建設委員会付託）、民生文教・経済建設
委員会、本会議（民生文教・経済建設委員長報告、採決）、
議会運営委員会、本会議（正副議長選挙）、各常任委員
会、議会運営委員会、本会議（提案理由の説明、採決）、
6月定例会閉会、会派代表者会議、広報委員会

甲府市議会ホームページ・Eメール
URL	 http://www.city.kofu.yamanashi.jp/

shise/gikai/index.html
Email	gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広報委員会� ………………………………………………………………………………………………………………………
委員長：兵道顕司　　副委員長：山中和男　　委　員：深沢健吾　寺田義彦　堀とめほ　神山玄太　木内直子　山田弘之
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6月定例会では、市民のみなさまからの切実な要望を集約し、議員間討議を経て、市長への政策提言を行い、「甲府
市新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策」という形で政策へと反映できたことは大きな成果でありました。
これからも、みなさまの声に耳を傾け、市民福祉の向上へと資するよう、議員一丸となって活動してまいります。
そして、議会の活動をわかりやすくお伝えしながら、市民から愛され、必要とされる「議会だより」を目指していきます。
� 広報委員　深沢健吾

編
集
後
記

〒
400-8585 

山
梨

県
甲

府
市

丸
の

内
1-18-1

電
話

.055（235）7054　
FAX.055（227）5126

9月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日

8/31 9/1 2 3 4 5 6
本会議
（開会） 休会 休会 本会議

（市政一般質問）

7 8 9 10 11 12 13
本会議

（市政一般質問） 常任委員会 休会 本会議

14 15 16 17 18 19 20
決算審査特別委員会

21 22 23 24 25 26 27
決算審査
特別委員会 休会 本会議

（閉会）

　本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う3日間はNNS（10ch）やインターネットによる�
中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

議 会 日 誌

無料アプリ「マチイロ」を利用
して、スマートフォンなどで、
いつでも甲府市議会だよりが
お読みいただけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

16市議会だより No.206

議会日誌 9月定例会の予定




